
Ⅰ　基本情報

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

指定単位
施設数：１施設

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

募集方法

複数施設を一括指定の場合、その理由：

延床面積 2,245.33㎡

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営され
ることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管
理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築か
れ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与す
ることも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された
団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持
つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われて
いる場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。

３　評価単位

一般社団法人　札幌市区民センター運営委員会

平成30年(2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：１施設

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 白石区市民部地域振興課（861-2422）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

札幌市白石区民センター 所在地 白石区南郷通1丁目南8

昭和49年11月

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に
寄与する。

ホール、集会室（５部屋）、視聴覚室、和室（２室）、料理室、多目的室、図書室

非公募

名称
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Ａ B Ｃ Ｄ

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

Ⅱ　令和元年度管理業務等の検証

設置目的を十分に認識して、利用に際し、公平・公正・透明
性を確保することが最も重要であり、貸室については、長期
の利用者と新規の利用者間での公平公正の取り扱いを徹
底し、講座についても、幅広い年齢層で、内容も趣味、運動
系、まちづくり系など多岐にわたる分野とした。

▼今年度も引続き、「二酸化炭素排出量の削減」を行動目
標に掲げ、区役所と連携を十分図り、冷暖房の室温管理を
徹底した。職員、関連業者及び施設利用者の協力を得なが
ら、環境保全の取り組みを行った。
▼具体的な職員の取り組みとしては、「職員環境行動マニュ
アル」に基づき、昼休みの消灯、貸室未使用室の消灯、トイ
レ給湯室等の不用な照明を消す、退庁時の電源プラグ抜き
取り、節電・節水、紙使用量・ごみ減量、リサイクル(分別）、
節水等への理解と協力を求めた。
▼施設利用者に対する大量ごみ持ち帰りの呼びかけが定
着している。
▼グリーン購入ガイドライン指定品を100％利用した。
▼紙の両面印刷、チラシ裏面の印刷の励行。

▼職員研修については、計画的に実施することにしている。
▼業務研修は、OJTを含めて実施できた。
▼個別分野の特別研修は、庶務・経理・窓口業務のプロジェ
クトを設置し、改善・見直しを積極的に実施している。
▼前年度に引き続き、図書研修も実施した。
▼マイナンバー制度対応として特定個人情報等の取扱いに
関する基本方針を定めた。担当者PCや関係書類について
徹底した安全管理を図っていく。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

・公の施設を管理
する者として、館長
はもとより、職員に
おいても、常に方針
を意識しながら、業
務を遂行できたと認
識している。

1　業務の要求水準達成度

貸室業務における
利用率の向上を図
ると共に、子育てや
老人福祉の観点か
ら地域のまちづくり
活動に一定の貢献
が出来た。
また、経費の縮減
に努める一方、市
民サービス向上の
ため、貸室整備や
備品類の整備を積
極的に行った。

項　目

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

設置目的の理念に基づき、「市民の生涯学習やコミュニティ
活動を実現させる様々な講座、事業を推進することはもとよ
り、公の施設として、単なる貸室にとどまらず、区の中心に
位置する拠点という特性を活かし、潤いや活力のある地域
づくりの活動にも積極的に関わって、支援協力する役割を果
たしていくため、公平・公正を基本とし、経費の縮減や環境
への配慮を行いながら、サービス水準の向上に努め、区民
から親しまれる区民センターの実現を目指していく。」との方
針を策定した。

指定管理者
の自己評価

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

所管局の評価実施状況

・今後も区、設備業
者、清掃業務員と
十分に連携しなが
ら、利用者に対する
協力呼びかけを徹
底するなど、施設全
体の環境取り組み
をより一層充実さ
せ、削減に努めて
いきたい。

・区とは、常に連携
し必要に応じて、協
議や報告を行った。
・職員研修は、計画
どおり実施。今年度
も、庶務・経理・窓
口業務の統一化等
を念頭に積極的に
よりきめ細かに実
施した。

協定書に定めら
れたとおり、適正
に実施されてお
り、要求水準を満
たしている。
法人としては管理
水準の維持向上
を図るためのプロ
ジェクトを設置、白
石区民センターの
職員間でも日誌
等により常に組織
内で情報共有が
なされており、業
務の見直し・改善
が図られている。
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第3回
12月24日

・情報提供（物品購入、財務・業務検査につ
いて）
・各センター利用率向上の取り組みについ
て

▼経常的な取り組みとして、職員業務日誌（事務室）、図書
業務日誌、夜間案内業務日誌を最大限活用することはもと
より、適宜、情報共有の徹底のため、供覧周知を常に実施し
ている。
▼業務の見直し等は、区民センター間で問題事例に関して
情報交換し、必要な見直しを図っている。
▼当法人全体の業務運営及び運営財源、経営戦略をそれ
ぞれ検討するプロジェクトを設置し、管理水準の維持向上を
図ってきている。また、30年度に立ち上げたHPの改定のた
めプロジェクトは、今年度も引き続き継続しており、市民サー
ビスの向上に努めている。

夜間案内業務をシルバー人材センターに業務委託してい
る。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受
託者への適切監督、履行確認）

第2回（総会）
12月3日

・白石区からの情報提供について
・区民センター設備等の整備概要
・区民センター利用実績

＜協議会メンバー＞

第1回
6月20日

第4回
2月20日

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

開催回

・令和元年度内の修繕工事等の協議につ
いて、
　修繕の範囲及び施工に向けて検討協議。
・その他情報交換も実施。

・東札幌地区主任児童委員
・キーボードﾞ愛好会代表
・おもちゃ病院主宰者
・子育てサロンおててつないで主宰者
・白石区地域振興課長、同地域活動担当係長
・白石区民センター運営委員会委員長、同副委員
 長、同委員（２名）

＜連絡調整会議メンバー＞
札幌市、白石区民センター、北白石・白石東・菊水元町地
区センター
・庁舎管理担当課、指定管理者所管課

・情報提供（禁煙・情報公開）
・利用状況及び利用率の向上について
・文化祭について
・ロビー展示基準の再確認について
・勤怠管理方法の実情について

協議・報告内容

・従前より情報共有
は徹底できた。
・利用者のニーズに
対して、懇切丁寧な
対応に心がけ、可
能な範囲で、柔軟
に対応したと考えて
いる。

・協議会等を年4回
開催、諸問題に対
応した。

・委託業務の適正
確保に努め、履行
確認を行っている。
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Ａ B Ｃ Ｄ

Ａ B Ｃ Ｄ

・要求水準に沿って
実施できたと考えて
いる。

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

協定書に定めら
れているとおり、
適正に実施されて
おり、要求水準を
満たしている。
契約社員の正規
職員化が行われ
ており、今後も適
切な雇用環境の
維持向上に努め
ていただきたい。

協定書に定めら
れているとおり、
適正に実施されて
おり、要求水準を
満たしている。

・要求水準に沿って
実施できたと考えて
いる。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼要望・苦情対応については、対応した職員から、全て館長
まで報告。その場で解決できない場合は、関係部局と連携
して処理している。また案件ごとに職員へ周知している。

▽　要望・苦情対応

▼利用者の安全については、施設内全般にわたり、適時巡
回してその確保に努めている。
▼拾得物取り扱いについては、取り扱い要領を定め、適切
な処理に努めている。
▼損害賠償保険は、施設賠償保険、行事参加者傷害保険
に加入し万全を期している。
▼区役所との複合庁舎のため、市や区役所の総合案内的
役割を果たしており、区役所及び保健センターの施設、業務
案内や行事照会はもとより、近隣の施設の案内・業務の問
い合わせなどは平日のみではなく、土日祝日においても相
当数あり、これらに丁寧に対応し市民サービスに努めてい
る。
▼節電対策及びウォームシェアは、区と連携して利用者に
周知した。

▼　施設で働く職員に対し、最低賃金86１円（元年10月3日
発効）を上回る900円以上の時給を支給した。
▼　施設で働く職員に対し、指定管理者の申込時に提案し
た収支計画書に記載した最低の時給を上回る900円以上の
時給を支給した。
▼　施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及び深夜
業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の割増賃金を支
払った。
▼　施設で働く職員は、1週40時間、1日8時間を順守した。
▼　施設で働く職員に、時間外労働又は休日労働させる場
合は、書面による労使協定（36協定）により必要な定めをし、
労働基準監督署に届け出た。
▼育児休暇・介護休暇の規程整備を図り、31年4月1日から
施行を開始した。
▼　労働者の勤務形態、家族状況等に応じて年金保険、医
療保険に適切に加入させた。また、必要に応じて適切に届
け出等を行った。
▼　1年に1回定期健康診断を実施した。
▼　労働基準監督署からの行政指導を受けなかった。
▼　指定管理者の申込時に提出した、ワーク・ライフ・バラン
スの取組に関して適切に実施した。
▼　職員個々が市民サービスの向上、管理経費の縮減に意
欲をもって取り組めるよう、適切な労働環境を整えた。
▼　臨時職員を除き、契約職員を無期転換制度に沿い31年
4月1日から、正規職員に移行した。

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▼利用者アンケート結果は、ロビーに掲示した。
▼講座参加者に対して、終了時にアンケート調査を行ってお
り、今後の企画実施の参考としている。
▼検査の結果、業務の見直しや改善が必要な場合は、直ち
に対応して適切な処理に努めている。

▼資金管理については、指定管理業務の詳細な経理を実
施しており、税理士事務所に外部委託している。
▼現金等の取り扱いについては、会計規程を整備して、適
正な処理に取り組んでいる。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の
実施）

・要求水準に沿って
実施できたと考えて
いる。

・要求水準に沿って
実施できたと考えて
いる。

・最低賃金を十分
上回っている状況
であるが、今後、さ
らに処遇改善のた
め具体的に検討を
進める。
　定期健康診断も
年１回実施し、健康
管理に努めている。
　執務環境全般に
ついて関係法令の
順守のほか、適切
な環境維持に努め
ている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

定期講座

参加者数 理解度 満足度

4 20 10 63 125 125

6 20 20 125 125 125

6 20 3 19 125 125

4 16 16 123 125 125

6 30 30 125 125 125

6 20 6 38 125 125

4 20 11 69 100 125

8 20 19 119 125 125

特別講座

参加者数 理解度 満足度

1 15 6 50 125 125

1 16 6 46 125 125

12講座（定期講座8、特別講座2、共催講座2）　受講者総数
115人（前年213人）

季節のパン作り講座

飾り巻き寿司講座

（4）事業の計
画・実施業務

参
加
人
数

目標値の達成率（％）

白石を学ぶ文化・産業編

▽　防災

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、
備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼施設の維持及び管理については、日常の巡回、夜間の最
終巡回により、故障の点検、備品の不具合等の確認と安全
に万全を期した。また、可能な範囲で修理、改善、衛生保持
にも努めた。
▼施設の管理に係る区、設備業務員、清掃業務員とも日頃
から密接な連携を図り、管理運営に支障のないよう配慮し
た。

講座名 回数 定員

参
加
人
数

目標値の達成率（％）

ポスチュアウォーキング

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

～初心者対象～
おもてなし英会話

キッチンを片付けよう

ヴォイストレーニング

タイ語入門講座

和紙ちぎり絵講座

パン屋さんの人気メニューを
つくろう（午前の部・午後の部）

講座名 回数 定員

　日頃の防災訓練
が重要であることか
ら区と連携して計画
的な実施に努め
た。
　ＡＥＤ操作研修を
実施し有事に備え
た。

▼防災については、館長が防災責任者として、自衛消防隊
を組織しており、防災マニュアルに基づき、利用者が安心し
て区民センターを利用できるよう、職員全員が日頃から安全
確保を意識して環境整備に努めている。なお、避難訓練に
ついては、区役所と合同で実施した。

▼ＡＥＤ機器の収納ボックスを、緊急時に利用しやすいよう
ロビーに設置した。操作研修も区民センター独自に実施し
た。

協定書に定めら
れているとおり、
適正に実施されて
いる。
各講座も理解度・
満足度ともに目標
を達成している
が、定員と比較
し、参加人数が少
ない講座もあるこ
とから、引き続き
区民のニーズを
的確に把握し、
ニーズに合致した
各種講座の実施
や効果的な広報
に努めていただき
たい。

・要求水準に沿って
実施できたと考えて
いる

・定期講座について
は、計画どおり実
施。定員に満たな
い講座が多く集客
に苦戦したが、参加
者からの理解度・
満足度ともに高評
価を得ている。
今後は、宣伝方法
を見直し、より魅力
的な講座を企画実
施していく。
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共催講座（生涯学習センターとの共催）

参加者数 理解度 満足度

5 20 24 150 125 125

5 20 17 106 125 125

46 2,640 2,259 2,640 107.0

1 43 40 43 117.6

1 200 200 200 125.0

1 100 153 100 191.3

1 5,000 3,623 5,000 90.6

1 350 280 350 100.0

1 56 44 56 97.8

1 9 6 9 85.7

1 300 336 300 140.0

共催事業

1 27,000 32,500 27,000 150.5

1 900 1,900 900 263.9

1 250 210 250 105.0

1 100 104 100 130.0

＜その他＞

・白石区ふるさと会総会、白石地区ネットワーク協議会総会

等への参加

・就労体験事業「白石でっち奉公」への協力参加

・子育てサロン「おててつないで」　毎月第3金曜　10：00～11：30

講座名 回数 定員

参
加
人
数

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

事業名 回数

・区をあげてのふる
さとまつりは、ふる
さと会の賛助会員
として貸室等に協
力するとともに、同
時開催の子ども会
育成連合会主催の
遊芽カーニバルへ
の貸室提供を行う
など、逐次協力して
いる。

・その他の共催事
業では、継続して主
に会場を提供し、事
業のアピール及び
札幌市や各実行委
員会の経費節減に
寄与した。

・コンサートなど
は区民の幅広い
年齢層が楽しめ
る定番の事業とし
て期待されるた
め、今後も低廉で
良質な事業を展
開していく。

・継続事業の「おも
ちゃ病院ピーポー」
をまちづくりを目的
とした地域住民交
流事業に位置づけ
実施してきている。
いずれの事業も一
定の成果を挙げて
きている。

目標値の達成率（％）

橋の話

かんたん菌活料理講座

ふるさとまつり 来
場
者
目
標
数
の
８
０
％

ふるさとまつり遊芽
　　　　カーニバル2019

来
場
者
目
標
数
の
８
０
％

中学生の主張発表会

図書室なんでもクイズ

白石区民センター祭

サマーコンサート

おもちゃ病院ピーポー

夏の女性マージャン大会

定員

ニューイヤーダンプレライブ
In白石

事業名 回数 定員

参
加
人
数

目
標
数

成
果
指
標

達成率
％

参加人数 目標数 成果指標
達成率

％

子ども百人一首かるた大会

和楽器民謡コンサート

年忘れ女性マージャン大会

冬休み豆本体験講座

来場者　308人
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・囲碁開放事業　毎週月，第2・第4金　9：00～16：30

▽　図書業務

・開館日数 306

・蔵書数　　　

・登録者数　

・貸出し数

・相互貸借件数　

・レファレンス件数

・ミニ特集（隔週）

▽　利用件数等 Ａ B Ｃ Ｄ

▽　　還付173件

▽　利用促進の取組

84

（5）施設利用
に関する業
務

6,778

稼働率(％)

件　数(件) 10,439

ホール

465

会議室

83

905

人　数(人)

―

― 64,964

＜所蔵図書の紹介掲示＞
一般

・お薦め作家紹介特集　（時代小説・現代小説）　2ヶ月更新

・貸出ベスト３０（3ヶ月更新）

―

その他

増減率92.5%

利用案内（2,829）

H30年度実績 R元年度計画 R元年度実績

91 ― 85

― 16,289

実習室等

来場者　2,002人

稼働率(％) 81

稼働率(％) 88

＜利用促進事業＞

・第8回図書室なんでもクイズ　　（定員100人参加人数153人）

・冬休み子ども豆本体験講座（12/27）１回実施（定員
10人　参加人数6人）

高い稼働率を維
持しており、協定
書による要求水
準は十分に満た
している。
また、高水準を維
持しつつも、さら
にPRの充実に取
組む姿勢は評価
できる。
今後も引き続き、
利用の促進に向
けた取組を行うよ
う努めていただき
たい。

・新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感
染拡大防止のた
め、3/1～3/31は臨
時休室となったが、
登録者数・貸出冊
数共にほぼ昨年度
と同様安定してい
る。
・この他、利用促進
事業はもとより、図
書の紹介など、多
岐にわたる情報発
信も実施。

・図書室なんでもク
イズは8回目の開催
となり、参加人数が
150名を超え、夏の
事業として定着して
きた。

・件数について、年
度当初の計画を上
回っているも、稼働
率で前年度実績を
下回ってしまった。
これは、新型コロナ
ウイルス感染拡大
防止のため、利用
の自粛を要請した
ためである。
　それが無ければ、
十分に前年度実績
を上回ったと思わ
れる。
・今後とも、インター
ネット、電話による
予約申し込みはも
とより、夜間や土日
等の利用を増やす
ため、より一層PRを
充実させ稼動率の
向上に努めていき
たい。

95,856

950

38,286

児童

・おすすめ児童書紹介特集　（毎月更新）

・テーマ展示（3ヶ月更新）

前年（339）

17(前年21) 増減率80.9％

2,689(前年2,906）

増減率90.2％

―

稼働率(％)

―

件　数(件)

人　数(人) 72,634

78,395

6,294　(前年7,374）

増減率102.6％

増減率85.3％

126,468（前年140,710) 増減率89.8%

31,460　(前年30,658)

18,249

件　数(件) 4,866 3,315 4,629

215,395

稼働率(％) 89

計 210,455 ―

―

86

・今後とも、親しま
れ、より多くの区民
に利用してもらえる
よう努めていきた
い。

・児童ミニ特集（隔月）

9,978

件　数(件) 1,793 1,293

2,692

人　数(人) 41,177

1,752

人　数(人)

件　数(件) 2,830 1,705

人　数(人)

85 ― 81

通常のチラシ、ポスターの配架、掲示や広報誌への記事
掲載のほか、地域情報紙への記事掲載や主催行事の際
に貸室利用を呼びかけた。またスポットで新聞折り込みチ
ラシで事業ＰＲを実施した。
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▽　広報業務 Ａ B Ｃ Ｄ

▽　引継ぎ業務

2 　自主事業その他

Ａ B Ｃ Ｄ

３　利用者の満足度

Ａ B Ｃ Ｄ

実施方
法

（6）付随業務

▽　自主事業

該当なし

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

結果概
要

  ▼事務用品は全て市内の企業に発注した。
　▼夜間案内業務は、シルバー人材センターに業務委託している。
　▼有料演奏会、センター祭等の地域住民交流に関するイベントは、福
祉優先席を設置し、介助者と共に受け入れている。
　▼盲導犬育成協会募金箱の設置に協力している。
　▼図書室扉に障がい者対応用のインターフォンを設置している。
　▼職員における車椅子への介助等の励行。
　▼子育てサロンに手話通訳者のスタッフを配置して、参加者の受け入
れや親子同士の円滑な交流を図っている。
　▼福祉目的のロビー展示に協力している。

▽　利用者アンケートの結果

・今後とも、より魅
力のあるHPづくりと
情報発信に努めて
いきたい。

・物品調達は、ほぼ
市内の企業に発注
することができた。
・福祉施策に関して
は、今後も高齢者
や障がい者に配慮
した利用しやすい
施設環境づくりに区
と連携して充実を
図っていきたい。

情報が整理され、
見やすいホーム
ページの維持など
に努めており、要
求水準を満たして
いる。迅速に情報
の周知に努める
姿勢は評価でき
る。今後も利用者
の立場に立った
広報を行うととも
に、施設のPRに
努めていただきた
い。

物品等の調達に
おける市内企業
の活用や、高齢
者や障がい者に
配慮した環境づく
りに努めており、
適正に実施されて
いるものと評価で
きる。

・今年も、貸室の利
用者及び図書室利
用者に分けてアン
ケートを実施した。
・総合、貸室、図書
室、清掃状況は、い
ずれも高評価を得
ている。

概ね高評価を得
ており、適正な管
理運営が行われ
ていることから要
求水準を満たして
いると評価でき
る。
講座、事業へ機
会があれば参加
したい利用者の
割合が高くないた
め、今後も利用者
のニーズを的確
に把握し、市民の
教養等の向上に
つながるより魅力
的な講座、事業の
企画・実施に努め
ていただきたい。

・期間　令和2年1月20日～2月21日

・場所　白石区民センター
・対象　利用団体、サークル、図書室利用者
・（貸室）調査人数　557人　回答数365人　回収率66％
・（図書）調査人数　100人　回答数  84人　回収率84％

◆利用目的
サークル活動75％、会議・研修会15％、図書室5％、講座・
事業2％、開放事業0％、その他2％、無回答1％
◆利用頻度
週に１回以上46％、月に１回以上44％、半年に1回以上
6％、年に1回以上1％、初めて2％、無回答1％
◆申込方法
窓口申込22％、電話申込21％、ネット申込26％、担当者で
ないのでわからない28％、無回答3％
◆申込方法の便利さ
大変便利34％、便利38％、まあまあ便利10％、普通7％、不
便2％、無回答9％
◆接客態度
とても良い43％、良い37％、どちらかといえば良い3％、どち
らでもない2％、悪い1％、無回答14％
◆今後も、区民センターを利用したいか
ぜひ利用したい66％、利用したい29％、どちらかといえば利
用したい1％、どちらでもない0％、利用したくない0％、無回
答4％

①施設・貸室利用等について

▼ウェブアクセシビリティ取組確認を実施。31年4月1日にＨ
Ｐを改定した。
▼各種講座、イベント、キャンセル制度改正などの情報を
HPに掲載しタイムリーに更新しており、十分な周知を図って
いる。
▼新型コロナウイルス感染拡大に伴う各種取り扱いの変更
など、HP上での周知及び提示物等で一早く周知を図った。
▼施設内に設置している情報誌には、札幌市の施策にかか
る情報も掲載した。

（前回から継続指定のため、引継業務なし）
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結果概
要

・今年も、貸室の利
用者及び図書室利
用者に分けてアン
ケートを実施した。
・総合、貸室、図書
室、清掃状況は、い
ずれも高評価を得
ている。

概ね高評価を得
ており、適正な管
理運営が行われ
ていることから要
求水準を満たして
いると評価でき
る。
講座、事業へ機
会があれば参加
したい利用者の
割合が高くないた
め、今後も利用者
のニーズを的確
に把握し、市民の
教養等の向上に
つながるより魅力
的な講座、事業の
企画・実施に努め
ていただきたい。

③図書室について

（貸室ほか）
とてもよい50％、よい40％、どちらかといえばよい4％、どち
らでもない2％、悪い0％、無回答4％
（図書室）
大変良い51％、良い43％、どちらかといえばよい4％、どちら
でもない2％

④清掃状況について

◆利用頻度
月１回以上36％、週に１回以上51％、半年に１回以上6％、
年に1回以上2％、初めて利用した5％
◆接客態度
とても良い64％、良い29％、どちらかといえば良い5％、どち
らでもない2％、悪い0％
◆主催事業への参加
参加したことがある34％、参加したことがない33％、
参加してみたい33％
◆参加事業の満足度
満足100％
◆参加のきっかけ
広報さっぽろ100％
◆今後も図書室を利用したいか
ぜひ利用したい74％、利用したい13％、どちらかといえば利
用したい12％、どちらでもない1％

②区民センター講座・事業について

◆各種講座への受講について
受講したことがある20％、受講したことがない52％、機会が
あれば受講したい23％、無回答5％
◆講座満足度
大変満足26％、満足48％、どちらかといえば満足15％、どち
らでもない3％、不満4％、無回答4％
◆各種事業への参加について
参加したことがある37％、機会があれば参加したい17％、参
加したことがない38％、無回答8％
◆参加満足度
大変満足19％、満足50％、どちらかとえいば満足24％、どち
らでもない2％、不満2％、無回答3％
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・提案、意見等で、
当センターで実現
可能なものについ
ては、速やかに対
処してきている。ま
た、貸室の申込方
法など市の規則等
でしばりがある事柄
については丁寧な
説明を行い理解に
努めているととも
に、市関係部署に
情報提供し検討を
求めている。
・また、庁舎管理に
関する要望は、そ
の都度、市の関係
部署に適宜情報提
供し改善を求めて
いる。

・蔵書は、市）中央
図書館に情報提供
し、改善を求めてい
る。

（貸室・講座関連）

【要望】
　①　優先的予約の取り扱いなど。（8件）
【対応】
　①貸室制度の要望であり、市関係部署に情報提供してい
る。
【要望】
　②　施設・設備・備品など（25件）
【対応】
　②　更衣スペースの拡大や物品庫の設置等に関しては区
に情報提供するとともに、市関係部署に利用サービスを損
なうことのないよう働きかけをしている。
　室温管理・貸出備品の更新等に関する意見は、適宜、可
能な範囲で当センターで対応している。
　また、建物内の設備に関する意見は、庁舎管理担当課に
情報提供し改善検討を依頼している。駐車場への道順及び
駐車場での歩行者安全確保などの他、施設に関する意見
は庁舎管理担当課に情報提供し、改善検討を依頼してい
る。

【要望】
　③　事業・講座に関する要望（3件）
【対応】
　③　生涯学習のきっかけ作り講座の充実、催事や講演会
などのイベント開催について、今後の事業運営の中で企画
実施の是非を含めて適宜検討している。

（図書関連）

【要望】
　④　蔵書の充実などに関して（2件）
【対応】
　④　中央図書館に情報提供するとともに、当センター独自
で購入可能な蔵書については適宜検討を行っている。

【要望】
　⑤　図書の特集展示について（4件）
【対応】
　⑤　お勧めの作家特集や芥川賞・直木賞などの受賞作な
どを掲示板で紹介している。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応
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４　収支状況

▽　収支 Ａ B Ｃ Ｄ

収入

利用料金

その他

自主事業収入

支出

自主事業支出

収入-支出

法人税等

純利益

▽　説明

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持

7,808

▲ 416

0 0

52 ▲ 364 ▲ 416

項目

内容

8,224

52 52

18,274 24,057 5,783

41,180 48,988

0

高い貸室の稼働
率が維持され、利
用料金も計画を
上回っており、良
好に運営されてい
る。
利益還元により貸
室の修繕や備品
購入を行い、利用
者の利便性向上
を図りながら運営
していることは高
く評価できる。
今後も引き続き、
安定的な運営に
努めていただきた
い。自主事業による利益還元

指定管理業務支出

【参考】

指定管理業務による利益還元

2,025

0

適 不適

適 不適

0 0

41,128 49,352 8,224

・貸室稼働率が前
年度89％であった
が、今年度は84％
と減少、また、利用
料収入も前年度よ
り1,585千円の減収
となったが、これ
は、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ
感染拡大防止によ
る利用者への自粛
要請によるもので
あり、減収について
はやむを得ないと
判断する。今後も利
用の向上に努めて
いきたい。
・人件費について
は、業務の改善工
夫を念頭に据え効
率的な事務処理に
努めた。また一定
程度の処遇改善を
図った。
・物件費は、徹底し
た経費節減を図り
つつも、利用者へ
の利益還元等のた
め、貸室備品の購
入並びに貸室整備
等を行った。
・最終的には416千
円の当期収支赤字
となったが、前年度
繰越金から充当し
てもなお、5,565千
円の繰越残があ
り、安定した経営に
問題はない。

1,002 3,027

7,808

21,904 21,904 0

0

▲ 416

41,180 48,988

41,128 49,352

0

▼利用料金収入は、年度の後半に「新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ」感染拡大防止の
ため利用者に対し自粛を要請したにも関わらず、計画より5,783千円
の増となった。
▼その他収入とは、区民講座、地域交流事業に係る収入であるが、
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによる減収に対する市からの補填金1,891千円を含ん
でいる。
　したがって、区民講座及び地域交流事業による収入は134千円の増
となった。
▼利用者への利益還元としては、元年度も利用者サービスの向上と
して、貸室の修繕、貸出備品の購入並びに大きな備品の購入等で
3,903千円を振り向けた。

▼当運営委員会の財務状況等は、令和元年度は、指定管理者として円
滑に貸室利用いただけるよう、貸室整備や備品等の更新を実施し市民
還元を図った。決算の結果、収支赤字となり、前年度繰越剰余金を充当
してもなお多額の繰越金を保有しており、継続・安定した経営能力を堅
持している。

▼情報公開条例に基づく公開申出無し。

▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団
員や暴力団関係事業者を相手に契約を行わなかった。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例
及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

R元決算

3,903 下記のとおり

R元年度計画 R元年度決算

指定管理費

指定管理業務収入

差（決算-計画）

（千円）
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Ⅲ　総合評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【指定管理者の自己評価】

　　 　　　総合評価 来年度以降の重点取組事項

　　　　 　 【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

高い貸室の稼働率が維持されており、施設の管理運営
全般に渡って、安定的かつ適切に運営されている。ま
た、利用還元により、貸室の修繕や備品購入を積極的に
行い、利用者の利便性向上を図っており高く評価できる。
定員に満たない各種講座や目標値を下回った事業につ
いては、的確なニーズの把握に努め、更なるサービス水
準の維持向上や利用促進に向けた取組に努めていただ
くことを期待したい。

管理業務の計画書及び運営事業計画書に基づく管理運
営業務の円滑な推進に努めたところ、令和２年２月以降
「新型コロナウイルス」の感染拡大に伴い、やむを得ず区
民講座・地域交流事業等の中止並びに利用者に対する
利用自粛の呼びかけ等突発的な出来事はあったが、そ
れ以外は、全般的に、計画案の講座、地域住民交流事
業（主催・共催）、貸室、図書室業務をほぼ計画どおり実
施することができた。また、施設の維持管理面でも、区や
設備業者、清掃業務員等との密接な連携のもと、ほぼ良
好に実施できた。
　収支は、良好な状況を維持している。日々の経費節減
等に努めながら、区役所所管課と協定上の「協議」を行
い、貸室整備及び貸出用備品等を購入し、市民還元を図
ることができた。しかし、個々には、定員割れの講座や、
目標値を下回った事業、利用者アンケートにおけるご意
見要望など、次年度の改善や見直しが必要な項目もあ
り、引続き、利用者の声を把握しながら、逐次、改善策を
実際の運営に反映させていきたいと考えている。
このほか、子育てをサポートする「子育てサロン」、地域
交流として「おもちゃ病院」の各事業も継続して実施した。

・区民のニーズに即応した、より魅力のある講座の企画等
の工夫改善
・新しい発想や観点からの主催事業
・事業・イベント等のより効果的なＰＲ方法の模索
・職員の能力、資質向上を図るための効果的な職員研修
の実施
・利用者の満足度を高めるため、引き続き区と連携して貸
室の設備、備品の効用を向上させる工夫改善
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